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授業概要

注意点

種別 割合
試験 50%
課題 20%
平常点 30%

回
１回
２回
３回
４回
５回
６回
７回
８回
９回
１０回
１１回
１２回
１３回
１４回
１５回

日本工学院八王子専門学校 2019年度（平成31年度） 施工演習
科目基礎情報

土木造園科 造園 後期
2年次 必修 30時間
2単位 演習

 演習がメインの授業なので、集中力が途切れないように心掛けること。苦手分野であっても粘り強く取り組み、その克服に努めること。
試験合格に向け、最後まであきらめないこと。ただし、授業時数の４分の３以上出席しない者には単位を認めない。

過去問等
担当教員情報

栁川恒之、鶴田真二 実務経験の有無・職種 有・施工管理
学習目的
 2級土木施工管理技術検定（学科）および2級造園施工管理技術検定（学科）の受検に向け、合格レベルに達する学習方法、知識を身につけることを学
習目的とする。

到達目標
 2級土木施工管理技術検定（学科）および2級造園施工管理技術検定（学科）に合格することを到達目標とする。

教育方法等
 過去問題から主要な問題の演習と解説をし、実践的に問題を解いていく。問題演習を通じ、得意・苦手分野の理解と克服、テスト解答時
の時間配分の意識涵養を目指す。個々の疑問点を克服する為、積極的な態度で臨むことを求める。

過去問題に挑戦① 過去問題演習 確実に点が取れる分野を把握することができる。

評
価
方
法

備　　考

試験合格に向けた到達度を評価する。
実習課題（過去問）への取り組みを総合的に評価する。
積極的な授業参加度、授業態度によって評価する。

授業計画（１回〜１５回）
授業内容 各回の到達目標

ガイダンス 試験のメリットや重要性、合格率、今後の業界の動向などを理解する。

過去問題に挑戦② 過去問題演習 苦手な分野の克服方法を理解する。

過去問題に挑戦③ 過去問題演習 実際の試験での問題への取り組み方を理解する。

過去問題に挑戦④ 過去問題演習 合格基準を満たす点数をとることができる。

過去問題に挑戦⑤ 過去問題演習 合格基準を満たす点数をとることができる。

過去問題に挑戦⑥ 過去問題演習 合格基準を満たす点数をとることができる。

過去問題に挑戦⑦ 過去問題演習 合格基準を満たす点数をとることができる。


